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一
．
は
じ
め
に

神
奈
川
大
学
（
横
浜
専
門
学
校
）
は
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）

年
五
月
十
五
日
に
現
在
の
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
の
地
に
移
転
し
て

き
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
移
転
に
は
当
時
横
浜
市
神
奈
川
区

六
角
橋
町
字
宮
面
地
区
（
現
在
の
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
の
地
な

ど
）
で
進
行
し
て
い
た
「
宮
面
土
地
区
画
整
理
」
と
深
く
関
係

し
て
い
た
。
本
稿
で
は
横
浜
専
門
学
校
の
六
角
橋
移
転
と
「
宮

面
土
地
区
画
整
理
」
と
の
関
係
、
横
浜
専
門
学
校
の
移
転
前
の

宮
面
地
区
の
様
相
と
移
転
後
の
変
様
、
横
浜
専
門
学
校
か
ら
神

奈
川
大
学
の
成
立
、
そ
し
て
今
日
に
至
る
変
遷
に
つ
い
て
、
土

地
に
刻
ま
れ
た
歴
史
を
中
心
に
検
討
し
た
い
。

二
．
神
奈
川
大
学
の
成
り
立
ち

『
神
奈
川
大
学
五
十
年
小
史
』
に
よ
り
、
横
浜
専
門
学
校
か

ら
神
奈
川
大
学
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
整
理
す
る
と
以
下
の
よ

う
に
な
ろ
う
。

神
奈
川
大
学
の
前
身
横
浜
学
院
は
、
昭
和
三
（
一
九
二
八
）

年
四
月
に
横
浜
市
中
区
桜
木
町
の
桜
木
会
館
に
て
開
設
さ
れ
た

の
に
始
ま
る
。
同
年
十
二
月
に
横
浜
学
院
は
横
浜
市
中
区
西
戸

部
富
士
塚
（
現
在
の
境
之
谷
公
園
）
へ
移
転
す
る
。
翌
昭
和
四

年
三
月
に
は
専
門
学
校
と
し
て
の
認
可
を
受
け
、
名
称
を
変
更

の
上
、
横
浜
専
門
学
校
と
し
て
創
設
さ
れ
た
。
昭
和
五
（
一
九

三
〇
）
年
に
横
浜
市
神
奈
川
区
六
角
橋
へ
移
転
す
る
。
昭
和
二

〇
（
一
九
四
五
）
年
四
月
に
は
米
軍
に
よ
る
空
襲
に
あ
い
校
舎

の
一
部
を
焼
失
し
て
い
る
。
昭
和
二
四
年
に
神
奈
川
大
学
の
名

称
で
新
制
大
学
と
し
て
認
可
さ
れ
る
。
そ
の
後
も
六
角
橋
キ
ャ

ン
パ
ス
を
中
心
に
発
展
し
て
き
た
。

土
地
に
刻
ま
れ
た
歴
史
か
ら
み
た
横
浜
専
門
学
校
・
神
奈
川
大
学

―
土
地
所
有
関
係
を
中
心
に
―

津　

田　

良　

樹



― 6 ―

三
．
横
浜
専
門
学
校
の
六
角
橋
へ
の
移
転
の
い
き
さ
つ

宮
面
土
地
区
画
整
理
組
合
と
横
浜
専
門
学
校
の
交
渉
経
過
に

つ
い
て
は
、
宮
面
土
地
区
画
整
理
組
合
長
を
勤
め
た
山
室
周
作（

（
（

の
書
き
留
め
た
『
山
室
周
作
日
記（

（
（

』
に
詳
し
い
。
横
浜
専
門
学

校
の
移
転
期
に
近
い
昭
和
四
年

－

昭
和
五
年
の
日
記
の
中
か

ら
、
横
浜
専
門
学
校
に
関
連
す
る
部
分
を
書
き
抜
く
と
以
下
の

よ
う
で
あ
る
。

昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年

十
一
月
十
二
日　
　

�

本
日
来
訪　

横
浜
専
門
学
校　

教
授

米
田
吉
盛　
学
校
敷
地
ノ
件
ニ
ツ
キ

十
一
月
二
十
六
日

�

横
浜
専
門
学
校
諭
米
田
氏
敷
地
件
ニ

ツ
キ
来
ル
川
崎
市
太
郎
氏
ト
共
ニ
立

会今
夜
関
係
地
主
協
議
ヲ
開
ク
敷
地
賃

料
其
他
ノ
件
ニ
ツ
キ

十
一
月
二
十
九
日

�

夜
横
浜
専
門
学
校
敷
地
ノ
件
坪
地
分

出
シ
テ
地
主
ヘ
交
渉
相
成
ラ
ズ
米
田

理
事
外
一
名
ニ
テ
交
渉
ニ
来
リ
兎
ニ

角
□
□
関
係
者
ト
協
議
ス
ル
コ
ト
ト

シ
直
ニ
川
崎
市
太
郎
ト
相
談
ヲ
ス

十
二
月
五
日　
　
　

本
日
横
浜
専
門
学
校
米
田
氏
敷
地
ノ

件
ニ
付
来
ル
。
現
場
又
川
崎
市
太
郎

氏
ト
共
ニ
案
内
ス　

十
二
月
七
日　
　
　

横
浜
専
門
学
校
敷
地
賃
貸
借
仮
契
約

右
ニ
関
シ
早
朝
ヨ
リ
学
校
側
五
名　

地
主
側
ト
共
ニ
敷
地
ノ
決
定
ヲ
実
地

ニ
就
テ
選
定
シ
之
レ
ヨ
リ
自
宅
ヘ
集

マ
リ
協
議
ヲ
行
ヒ
仮
契
約
ヲ
行
フ　

解
散
午
后
十
時

十
二
月
十
三
日　
　

専
門
学
校
米
田
氏
外
一
名　

新
川
□

氏
関
係
ノ
件
、
直
接
交
渉
□
□
□
□

昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年

一
月
五
日　
　
　
　

横
浜
専
門
学
校
米
田
外
二
名
敷
地
ノ

件
ニ
ツ
キ
現
場
ヘ
来
ル
、
促
進
方
、

道
路
悪
シ
キ
事
。
道
路
昇
ノ
事
。
立

木
ノ
事
。

一
月
八
日　
　
　
　

専
門
学
校
敷
地
ノ
件
ニ
ツ
キ
志
村
外

三
名
来
リ
、
現
地
使
用
方
促
進
ノ

件
、
今
夜
関
係
者
協
議
ヲ
行
フ
、
測
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量
人
夫
賃
並
ニ
杭
ハ
地
主
ノ
負
擔
ス

ル
コ
ト
実
測
ニ
ハ
各
地
主
立
合
境
界

立
合
フ
事
、
区
整
実
施
ノ
意
見
ニ
従

ヒ
市
ニ
計
画
ヲ
依
頼
ス
ル
コ
ト

一
月
十
日　
　
　
　

専
門
学
校
敷
地
測
量
ノ
現
場
ヘ

一
月
十
三
日　
　
　

専
門
学
校
ノ
モ
ノ
校
門
前
道
路
ノ
件

三
月
二
日　
　
　
　

専
門
学
校
敷
地
検
分

四
月
十
日　
　
　
　

専
門
学
校
実
測
計
算
出
□
□
□

四
月
十
一
日　
　
　

今
夜
専
門
学
校
敷
地
坪
数
確
定
ニ

付
、
地
主
協
議
会
ヲ
行
フ
貸
付
契
約

ノ
件

四
月
十
九
日　
　
　

専
門
学
校
貸
地
ノ
件
交
渉
ヲ
ナ
ス

五
月
四
日　
　
　
　

今
夜
専
門
学
校
ト
地
主
ト
契
約
案
ナ

ル

五
月
五
日　
　
　
　

本
日
専
門
学
校
契
約
案
打
合
セ
地
主

ト
行
フ

五
月
六
日　
　
　
　

今
夜
専
門
学
校
土
地
賃
貸
借
ノ
件
ニ

ツ
キ
地
主
ノ
打
合
セ
ヲ
行
フ
八
名
書

類
ヘ
調
印
ス

五
月
七
日　
　
　
　

本
日
専
門
学
校
ト
地
主
ト
土
地
賃
貸

借
契
約
締
結
ヲ
行
フ
調
印
ス

五
月
九
日　
　
　
　

専
門
学
校
理
事
ト
面
会
地
料
ハ
取
引

ヲ
行
フ
今
夜
専
門
学
校
ゟ
領
収
セ
シ

金
円
受
授
ヲ
ナ
ス
各
人
ヘ
相
渡
ス

五
月
二
十
八
日　
　

宮
面
・
専
門
学
校
昇
リ
口
角
測
量
ス
、

貸
地
ノ
件

七
月
六
日　
　
　
　

本
日
横
浜
専
門
学
校
六
月
分
全
部
入

金
帳
簿
ヘ
各
人
ノ
ヘ
記
入
ス

八
月
九
日　
　
　
　

横
浜
専
門
学
校
ノ
件
、
借
地
借
家
ニ

付
、
飯
田
一
枝
分
鑑
定
ニ
行
キ
米
田

氏
ト
面
会
ス
意
見
ヲ
聴
取
ア
リ

十
月
八
日　
　
　
　

横
浜
専
門
学
校
秋
季
運
動
会
行
フ

『
山
室
周
作
日
記
』
に
よ
る
と
、
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年

十
一
月
十
二
日
に
横
浜
専
門
学
校
の
米
田
吉
盛
が
山
室
周
作
を

訪
ね
た
こ
と
が
始
ま
り
の
よ
う
で
あ
る
。
当
時
、
山
室
周
作
は

宮
面
土
地
区
画
整
理
地
区
が
風
紀
の
乱
れ
る
よ
う
な
場
所
に
な

る
こ
と
を
懸
念
し
、
文
教
的
な
機
関
な
ど
を
誘
致
し
た
い
と
考

え
て
い
た（

（
（

。
一
方
、
米
田
吉
盛
は
横
浜
専
門
学
校
の
誕
生
し
た

富
士
塚
の
校
地
は
交
通
の
便
が
よ
く
、
勉
学
の
地
と
し
て
も
恵

ま
れ
て
い
た
が
、
学
校
を
拡
張
す
る
た
め
に
は
狭
隘
で
あ
る
と

考
え
て
い
た（

（
（

。
宮
面
土
地
区
画
整
理
組
合
の
発
起
成
立
は
昭
和
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四
年
の
春
末
の
こ
と
で
あ
り
、
既
に
組
合
は
発
起
成
立
し
て
、

設
計
に
着
手
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
当
時
の
六
角
橋
町
字
宮

面
地
区
は
農
家
が
点
在
す
る
よ
う
な
地
で
、
土
地
も
広
く
、
大

正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
二
月
に
東
京
横
浜
電
鉄
の
白
楽
駅
が

開
業
し
、
昭
和
三
年
に
市
電
が
六
角
橋
ま
で
開
通
し
て
お
り
交

通
の
便
も
よ
か
っ
た
。
山
室
・
米
田
の
思
惑
を
結
び
つ
け
た
も

の
が
な
に
な
の
か
は
不
明
だ
が
、
両
者
の
最
初
の
接
触
は
こ
の

時
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
以
降
の
地
主
側
の
窓
口
に

な
っ
た
の
は
山
室
周
作
で
あ
っ
た
。

十
一
月
二
十
六
日
に
は
米
田
が
横
浜
専
門
学
校
敷
地
の
件
で

山
室
を
訪
ね
て
お
り
、
そ
れ
に
対
し
て
山
室
は
川
崎
市
太
郎
と

共
に
米
田
と
対
応
し
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
山
室
は
そ
の

夜
、
関
係
す
る
地
主
と
敷
地
賃
料
そ
の
他
に
つ
い
て
協
議
を

行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
十
一
月
二
十
九
日
に
は
、「
地
主
ヘ

交
渉
相
成
ラ
ズ
」
と
あ
り
、
地
主
と
の
交
渉
が
必
ず
し
も
う
ま

く
行
っ
て
な
い
様
子
が
分
か
る
。
そ
の
後
の
交
渉
の
様
子
は
よ

く
わ
か
ら
な
い
が
、
十
二
月
五
日
に
な
る
と
、
米
田
が
敷
地
の

件
で
山
室
を
訪
ね
て
お
り
、
現
地
を
川
崎
市
太
郎
と
と
も
に
山

室
が
案
内
し
て
い
る
。
移
転
話
は
進
捗
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。

十
二
月
七
日
、
こ
の
日
は
早
朝
よ
り
専
門
学
校
側
の
五
名
と

地
主
側
と
が
現
地
に
お
い
て
、
敷
地
を
見
分
し
選
定
す
る
。
敷

地
を
決
定
し
た
上
で
、
専
門
学
校
側
お
よ
び
地
主
側
は
山
室

邸
に
集
ま
り
協
議
し
、「
横
浜
専
門
学
校
敷
地
賃
貸
借
仮
契
約
」

を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
で
ひ
と
山
越
え
た
よ
う
で
あ
る
。

翌
昭
和
五
年
一
月
五
日
、
米
田
ほ
か
二
名
が
敷
地
の
件
で
山

室
を
訪
ね
て
い
る
。
用
件
は
道
路
が
悪
い
点
、
道
路
の
昇
り
の

点
、
立
木
の
点
に
つ
い
て
改
良
促
進
で
あ
る
。
一
月
八
日
に

は
、
専
門
学
校
の
理
事
に
な
っ
た
ば
か
り
の
志
村
佐
一（

（
（

外
三
名

が
山
室
周
作
を
訪
ね
「
現
地
使
用
方
促
進
」
の
申
し
入
れ
を

行
っ
て
い
る
。
一
方
、
夜
に
は
地
主
側
関
係
者
が
集
ま
り
、
測

量
の
実
施
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る
。
一
月
中
は
敷
地
の
測
量

が
す
す
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
横
浜
専
門
学
校
は
、
移
転
敷
地
が
仮
契
約
段
階
で
あ

る
昭
和
五
年
一
月
三
十
日
付
け
で
、
富
士
塚
か
ら
六
角
橋
へ
の

専
門
学
校
「
位
置
変
更
願
」
を
文
部
大
臣
宛
て
に
提
出
し
て
い

る（
（
（

。「
位
置
変
更
願
」
は
三
月
七
日
に
認
可
に
な
る
。
し
か
し
、

同
時
に
提
出
し
て
い
た
校
舎
に
対
す
る
認
可
が
な
か
な
か
下
り

ず
、
認
可
が
下
り
た
の
は
四
月
四
日
の
こ
と
で
あ
る
。
六
角
橋

地
区
で
の
第
一
校
舎
の
竣
工
は
五
月
十
日
と
さ
れ
て
い
る
が（

（
（

、

認
可
が
下
り
た
四
月
四
日
以
降
に
建
設
に
取
り
掛
か
っ
た
と
す

れ
ば
、
工
期
が
一
か
月
ほ
ど
し
か
な
く
、
と
て
も
五
月
十
日
の
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竣
工
は
無
理
だ
と
思
わ
れ
る
。
校
舎
建
設
工
事
は
認
可
前
か
ら

進
め
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

移
転
先
と
な
る
六
角
橋
の
ほ
う
で
は
、
四
月
十
日
に
も
専
門

学
校
実
測
と
あ
る
。
翌
十
一
日
の
項
に
「
専
門
学
校
敷
地
坪
数

確
定
ニ
付
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
十
日
に
は
測
量
の
最
終

的
詰
め
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

四
月
十
一
日
に
よ
う
や
く
、
専
門
学
校
敷
地
坪
数
が
確
定
し

た
よ
う
で
、
こ
の
夜
山
室
は
「
地
主
協
議
会
」
を
開
き
、
貸
付

契
約
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る
。
こ
の
協
議
を
受
け
て
で
あ
ろ

う
、
四
月
十
九
日
に
は
専
門
学
校
貸
地
の
件
で
、
学
校
側
と
地

主
側
と
の
間
で
交
渉
が
も
た
れ
て
い
る
。

五
月
に
な
る
と
、
専
門
学
校
の
敷
地
の
貸
借
契
約
締
結
の
詰

め
に
入
っ
た
よ
う
で
、
四
日
か
ら
九
日
に
か
け
て
連
日
の
よ
う

に
打
合
せ
や
交
渉
が
行
わ
れ
て
い
る
。
四
日
に
は
専
門
学
校
と

地
主
と
の
間
で
、
土
地
貸
借
契
約
案
が
固
ま
っ
て
い
る
。
五
日

に
は
契
約
案
に
つ
い
て
山
室
周
作
と
そ
の
他
の
地
主
間
で
打
合

せ
を
行
っ
て
い
る
。
六
日
に
は
専
門
学
校
土
地
賃
貸
借
に
つ
い

て
地
主
間
で
の
打
合
せ
を
行
い
、
八
名
の
地
主
が
契
約
書
に
調

印
し
て
い
る
。
い
よ
い
よ
七
日
に
は
横
浜
専
門
学
校
と
地
主
と

の
間
で
「
土
地
賃
貸
借
契
約
」
を
締
結
調
印
し
、
横
浜
専
門
学

校
敷
地
の
土
地
貸
借
契
約
が
晴
れ
て
成
立
し
て
い
る
。
九
日
に

は
山
室
周
作
は
専
門
学
校
理
事
と
面
会
し
て
地
代
に
つ
い
て
話

し
合
い
を
行
な
い
、
同
夜
に
は
専
門
学
校
か
ら
受
け
取
っ
た
金

（
手
付
金
で
あ
ろ
う
か
）
を
地
主
各
人
に
渡
し
て
い
る
。

二
か
月
ほ
ど
後
の
七
月
六
日
に
は
、
横
浜
専
門
学
校
か
ら
六

月
分
の
地
代
が
支
払
わ
れ
た
よ
う
で
、「
全
部
入
金
帳
簿
ヘ
各

人
ノ
ヘ
記
入
ス
」
と
あ
る
。
こ
の
日
は
、
財
団
法
人
横
浜
専
門

学
校
理
事
会
で
決
議
し
た
「
法
人
事
務
所
ヲ
昭
和
五
年
七
月
六

日
ヨ
リ
横
浜
市
神
奈
川
区
六
角
橋
町
字
宮
面
五
百
九
拾
番
地
ニ

移
転
ス
ル
コ
ト（

（
（

」
の
七
月
六
日
に
当
た
っ
て
お
り
、
形
式
的
移

転
日
に
合
わ
せ
て
、
初
め
て
の
地
代
で
あ
る
六
月
分
が
払
い
込

ま
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
、
昭
和
五
年
の
秋
、
十
月
八
日
に
は
、
横
浜
専
門
学

校
秋
季
運
動
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。

一
方
、
区
画
整
理
事
業
綴
り
に
収
録
さ
れ
た
書
類
「
宮
面
土

地
区
画
整
理
組
合　

緑
地
小
公
園
敷
地
保
留
ノ
件（

（
（

」（
昭
和
八

年
八
月
）
に
よ
る
と
、「
専
門
学
校
ハ
着
々
事
業
ヲ
進
メ
翌
昭

和
五
年
秋
の
交（

マ
マ
）総

テ
ノ
新
装
成
リ
之
ニ
移
転
シ
来
レ
リ
」
と
、

秋
に
移
転
し
て
き
た
と
し
て
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
を
併
せ
て

判
断
す
れ
ば
、
横
浜
専
門
学
校
の
六
角
橋
へ
の
移
転
は
、
形
式

的
に
は
昭
和
五
年
七
月
六
日
で
あ
る
が
、
実
質
的
に
は
同
年
秋

で
あ
る
と
み
る
の
が
自
然
だ
と
思
わ
れ
る
。
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二
．
宮
面
土
地
区
画
整
理
か
ら
の
検
討

二

－

一
宮
面
土
地
区
画
整
理
組
合
の
経
緯

横
浜
専
門
学
校
の
六
角
橋
移
転
と
同
時
に
進
行
し
て
い
た
宮

面
土
地
区
画
整
理
事
業
の
経
緯
に
つ
い
て
み
る
と
、
以
下
の
よ

う
に
な
る
。

宮
面
土
地
区
画
整
理
組
合
は
横
浜
市
神
奈
川
区
六
角
橋
町
字

宮
面
を
中
心
と
し
た
総
面
積
五
四
、
五
四
六
坪
余
を
対
象
と
し

て
、
山
室
周
作
を
中
心
と
し
た
地
主
二
八
名
に
よ
っ
て
組
織
さ

れ
た
。
事
業
目
的
は
、
組
合
規
約
に
よ
る
と
「
土
地
ノ
交
換
、

分
合
、
地
目
変
換
開
墾
、
区
画
形
質
ノ
変
更
、
道
路
、
堤
塘
、

畦
畔
、
溝
渠
ノ
変
更
廃
置
及
工
事
」
で
あ
っ
た（

（（
（

。

宮
面
土
地
区
画
整
理
事
業
の
発
起
成
立
は
昭
和
四
年
の
春
末

で
、
そ
の
後
す
ぐ
に
設
計
に
着
手
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
設
計

着
手
と
前
後
し
て
、
宮
面
土
地
区
画
整
理
地
区
と
な
る
べ
き
地

区
内
に
横
浜
専
門
学
校
の
移
転
計
画
が
持
ち
上
が
り
、
こ
れ

に
要
す
る
各
種
用
地
敷
を
考
慮
に
入
れ
て
設
計
が
進
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
る（

（（
（

。
正
規
の
土
地
区
画
整
理
組
合
設
立
認
可
申
請
書

は
、
昭
和
六
年
七
月
一
日
に
山
室
周
作
、
黒
瀧
伊
助
、
池
田
佐

吉
、
川
崎
市
太
郎
の
四
名
連
記
で
神
奈
川
県
知
事
宛
て
に
提
出

さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
都
市
計
画
路
線
十
七
号
と
既
設
通

路
と
の
関
係
上
、
路
線
計
画
に
変
更
が
必
要
と
な
り
、
の
び
の

び
の
す
え
、
二
年
八
か
月
ほ
ど
を
要
し
て
、
昭
和
九
年
二
月
二

十
三
日
に
土
地
区
画
整
理
組
合
設
立
が
認
可
さ
れ
る
。
こ
れ
に

先
立
つ
、
前
日
の
二
十
二
日
に
は
設
計
に
関
す
る
件
が
認
可
さ

れ
て
い
る
。
正
式
の
組
合
設
立
は
昭
和
九
年
二
月
二
十
七
日
で

あ
る（

（（
（

。
宮
面
土
地
区
画
整
理
事
業
略
年
表

昭
和
四
年
春
末　
　
　
　
　
　

宮
面
土
地
区
画
整
理
事
業
の

発
起
成
立
直
ち
に
設
計
に
着

手

昭
和
六
年
七
月
一
日　
　
　
　

土
地
区
画
整
理
組
合
設
立
認

可
申
請
書

昭
和
九
年
二
月
二
十
二
日　
　

宮
面
土
地
区
画
整
理
組
合
設

計
に
関
す
る
件
認
可

昭
和
九
年
二
月
二
十
三
日　
　

土
地
区
画
整
理
組
合
設
立
の

件
認
可

昭
和
九
年
八
月
二
十
九
日　
　

土
地
区
画
整
理
工
事
着
手
届

昭
和
十
年
五
月
二
日　
　
　
　

第
二
回
総
会

昭
和
十
一
年
六
月
二
十
二
日　

設
計
書
の
変
更

昭
和
十
一
年
九
月
二
十
二
日　

換
地
処
分
総
会
議
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昭
和
十
一
年
十
一
月
九
日　
　

組
合
員
異
動
届
の
提
出

昭
和
十
一
年
十
一
月
十
五
日　

工
事
完
了
届

昭
和
十
一
年
十
一
月
二
十一日　

換
地
認
可
申
請
の
提
出

昭
和
十
七
年
九
月
二
十
六
日　

事
業
の
完
成
に
よ
り
、
宮
面

土
地
区
画
整
理
組
合
解
散

昭
和
十
七
年
十
月
二
十
八
日　

土
地
区
画
整
理
組
合
清
算
結

了
届

昭
和
九
年
八
月
二
十
九
日
付
け
で
、「
土
地
区
画
整
理
工
事

着
手
届
」
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
ろ
工
事
に
着
手
し
た

よ
う
だ
。
と
こ
ろ
が
、
二
年
ほ
ど
た
っ
た
と
こ
ろ
で
、
工
事
変

更
が
必
要
と
な
り
、
昭
和
十
年
五
月
二
日
に
行
わ
れ
た
第
二
回

総
会
議
で
第
一
・
二
号
道
路
の
幅
員
変
更
、
第
八
号
道
路
の
延

長
、
第
三
九
号
道
路
の
新
設
、
第
一
・
二
号
溝
渠
の
廃
止
、
全

道
路
敷
地
内
に
排
水
管
の
設
置
な
ど
の
土
地
区
画
整
理
設
計
書

の
変
更
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
決
定
を
受
け
て
、
内
務
大
臣
宛

に
設
計
書
の
変
更
願
い
が
提
出
さ
れ
た
よ
う
で
、
昭
和
十
一
年

六
月
二
十
二
日
付
で
内
務
大
臣
か
ら
設
計
書
変
更
の
認
可
が
下

り
て
い
る
。
紆
余
曲
折
は
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
同
年
十
一
月
二

十
一
日
に
工
事
は
完
了
す
る
。
新
た
に
区
画
整
理
さ
れ
た
土
地

に
新
た
な
地
番
を
つ
け
て
「
土
地
区
画
整
理
賃
貸
価
格
配
賦
」

が
行
わ
れ
た
の
が
、
昭
和
十
三
年
の
こ
と
で
、
十
二
月
十
七
日

に
一
斉
に
各
地
主
へ
の
登
記
が
行
わ
れ
て
い
る（

（（
（

。
そ
の
後
、
残

務
整
理
に
四
年
近
く
か
か
っ
た
の
か
、「
其
の
目
的
タ
ル
事
業

ノ
完
成
に
依
リ
昭
和
一
七
年
九
月
二
六
日
解
散
セ
リ
」
と
あ

る（
（（
（

。
す
な
わ
ち
、
事
業
費
の
清
算
を
結
了
し
て
、
宮
面
土
地
区

画
整
理
組
合
は
解
散
し
た
の
で
あ
る
。
昭
和
四
年
に
活
動
を
始

め
、
昭
和
十
七
年
に
解
散
す
る
ま
で
、
実
に
十
三
年
の
歳
月
を

費
や
し
て
い
る
。

二

－

二
土
地
区
画
整
理
前
後
の
宮
面
地
区
の
様
相

区
画
整
理
前
の
様
相

横
浜
専
門
学
校
移
転
前
に
当
た
る
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年

測
図
の
一
／
三
〇
〇
〇
地
形
図
（
図
1（

（（
（

）
を
み
れ
ば
、
後
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
地
区
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
後
の
本
部
棟
地
区
も
自

然
地
形
の
ま
ま
で
、
本
部
棟
地
区
は
西
南
が
高
く
、
北
に
さ
が

る
地
形
で
広
葉
樹
林
を
中
心
に
一
部
針
葉
樹
林
も
み
ら
れ
る
植

生
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
現
在
の
本
部
棟
地
区
の
北
東
隅
近

く
に
相
当
す
る
位
置
に
は
、
現
在
も
残
る
神
社
（
山
王
大
神
稲

荷
）
も
認
め
ら
れ
る
。
一
方
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
地
区
は
中
央
に
舌

状
の
低
地
が
北
か
ら
入
り
込
み
、
西
、
南
、
東
は
急
傾
斜
地

な
っ
た
谷
戸
状
の
地
形
が
確
認
で
き
、
中
央
の
低
地
は
水
田
と
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図1　昭和4年測図、地形図「六角橋」（部分）
捜真女学校北沿いの道を北東に下るとX字交差点に達する。その交差点の上方あたりが横浜専
門学校移転予定地（網掛けした地域）である。その西側の舌状に谷戸が入り込んだ田圃となる
低地を囲む一帯が、後のグラウンド地区である。また、地形図下端部の捜真女学校右下に「横
浜専門学校」の註記および L字の建物らしきものが描かれている。この区画については、土地
台帳で見る限り、同一家系の地主が戦後まで継続所有しており、横浜専門学校が、借地したよ
うな形跡は認められない。
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図2　昭和７年　地形図「六角橋」（部分）
横浜専門学校移転後になる。地形図上部に「専門学校」の註記があり、前面道路沿いに校舎らし
き建物が描かれている。校舎後方も二段に整地されているようである（網掛け部分）。なお、昭
和４年の地形図に「横浜専門学校」と註記されていた場所から、註記は消えているが、L字の建
物型はそのままである。
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六
六
三

六
三
八

六
三
七
六
六
四
六
六
五

六
六
七

六
三
六
六
三
五

六
三
四

六
三
三

六
六
九六
七
〇

六
七
一

六
六
六

六
六
八

五
八
九

五
九
〇

六
一
一

六
一
二

六
一
三

六
一
四

六
一
五

六
〇
九

六
〇
八

図3「宮面土地区画整理組合地区整理前各筆坪当評定価格図　縮尺千二百分之一」より。原図は
山室家所蔵
この図には、区画整理前の地籍が示されている。網掛け部分が、昭和5年1月30日付で横浜専門
学校が提出した「位置変更願」に移転地として記された地番の区画である。『横浜市土地法典』
なども参照して地番を確定した。漢数字が地番を示している。
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な
り
、
急
な
傾
斜
地
は
針
葉
樹
の
山
林
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。移

転
後
と
な
る
昭
和
七
年
の
地
形
図
（
図
2
）
に
よ
る
と
本

部
棟
地
区
の
東
寄
り
の
前
面
道
路
に
近
接
し
て
、
校
舎
ら
し
き

建
物
が
連
な
っ
て
い
る
様
子
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
ほ
か
、
敷

地
か
ら
道
を
挟
ん
だ
南
側
に
も
寄
宿
舎
ら
し
き
建
物
も
あ
る
。

ま
た
、
校
舎
の
背
後
に
な
る
敷
地
も
二
段
に
整
地
が
行
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
み
え
る
。

区
画
整
理
前
の
土
地
区
画
の
様
相
は
山
室
家
に
保
存
さ
れ
て

い
る
「
宮
面
土
地
区
画
整
理
組
合
地
区
整
理
前
各
筆
坪
当
評
定

価
格
図　

縮
尺
千
二
百
分
之
一
」（
図
3
）・「
宮
面
組
合
地
区

現
形
図（

（（
（

」・
土
地
宝
典
の
「
六
角
橋
町（

（（
（

」
か
ら
知
る
こ
と
が
で

き
る
。「
宮
面
土
地
区
画
整
理
組
合
地
区
整
理
前
各
筆
坪
当
評

定
価
格
図　

縮
尺
千
二
百
分
之
一
」
の
下
方
に
X
字
に
交
差

し
た
道
の
交
差
部
分
が
現
在
の
大
学
正
門
あ
た
り
で
あ
る
。
交

差
部
分
か
ら
西
方
向
に
、
さ
ら
に
図
の
西
端
部
に
ぶ
つ
か
っ
た

と
こ
ろ
か
ら
北
方
向
に
湾
曲
し
た
道
が
、
現
在
の
本
部
棟
地
区

と
一
一
号
館
の
あ
る
土
地
の
間
を
裏
門
の
方
に
抜
け
る
道
の
当

時
の
状
況
で
あ
る
。
こ
の
道
と
X
字
に
交
差
し
た
点
の
東
寄

り
か
ら
北
に
向
か
う
道
と
に
挟
ま
れ
る
地
域
が
本
部
棟
地
区
に

あ
た
る
。
昭
和
五
年
一
月
三
十
日
付
で
文
部
大
臣
宛
に
提
出
さ

れ
た
「
位
置
変
更
願
」
に
記
さ
れ
た
地
番
を
図
中
で
確
認
す
る

と
図
中
の
網
掛
け
部
分
と
な
る（

（（
（

。
区
画
前
の
地
番
で
、
お
よ
そ

の
範
囲
で
申
請
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
区
画
整
理

事
業
綴
り
に
収
録
さ
れ
た
昭
和
六
年
の
「
宮
面
土
地
區
劃
整
理

組
合
設
立
ニ
関
ス
ル
建
物
所
有
者
ノ
同
意
証
」
の
別
紙
調
書
に

よ
る
と
、
地
番
五
九
〇
の
山
室
周
作
所
有
の
土
地
と
地
番
五
八

九
の
池
田
佐
吉
所
有
の
土
地
に
家
屋
所
有
者
と
し
て
横
浜
専
門

学
校
が
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
六
年
時
点
で
、
専

門
学
校
の
所
有
す
る
校
舎
が
あ
る
程
度
建
て
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
裏
付
け
さ
れ
る
。

区
画
整
理
前
の
土
地
区
画
は
自
然
地
形
に
沿
っ
て
自
然
発
生

的
に
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
細
い
道
を
軸
に
大
小
様
々
な
不
正

形
の
区
画
か
ら
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

区
画
整
理
後
の
様
相

区
画
整
理
後
の
区
画
の
様
子
は
「
宮
面
土
地
区
画
整
理
組
合

地
区
整
理
後
各
筆
坪
当
評
定
価
格
図　

縮
尺
千
二
百
分
之
一
」

（
図
4
）・「
宮
面
組
合
地
区
確
定
図
」
か
ら
判
明
す
る
。
区
画

整
理
後
は
整
理
前
の
既
設
道
路
を
生
か
し
つ
つ
、
拡
幅
・
整
理

し
て
、
隅
切
り
を
伴
っ
た
幅
員
四
メ
ー
ト
ル
前
後
の
道
路
で
整

然
と
区
画
し
た
宅
地
を
中
心
と
し
た
土
地
区
画
と
な
っ
て
い
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図4「宮面土地区画整理組合地区整理後各筆坪当評定価格図　縮尺千二百分之一」より。原図
は山室家所蔵
土地区画整理後の地籍が示されている。網掛け部分が本部棟地区。図の下方X字の交差点のす
ぐ上が正門、正門の右上の三角地帯が現在のセレストホールであり、三角地帯上方を走る道路
が通用門前の道路である。
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る
。
特
に
注
目
さ
れ
る
点
は
既
に
横
浜
専
門
学
校
の
移
転
が
完

了
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
移
転
該
当
地
も
図
面
上
は
全
く

戸
建
て
住
宅
が
建
ち
並
ぶ
こ
と
を
想
定
し
た
宅
地
割
と
な
っ
て

い
る
点
で
あ
る
。
な
ぜ
、
移
転
が
完
了
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
こ
の
よ
う
な
宅
地
割
り
を
行
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
不
明

で
あ
る（

（（
（

。

土
地
区
画
整
理
の
結
果
、
施
行
総
面
積
五
四
、
八
九
六
坪
の

う
ち
、
整
理
前
の
宅
地
の
割
合
は
地
区
内
の
土
地
面
積
の
約
三

〇
％
し
か
な
か
っ
た
が
、
完
了
後
は
約
八
五
％
に
大
幅
に
増
加

し
て
い
る
。

三
．
横
浜
専
門
学
校
・
神
奈
川
大
学
の
土
地
所
有
の
変
遷

『
横
浜
市
神
奈
川
区
六
角
橋
町　

自
六
二
七
番
至
六
六
八
―

一
八
番　

位
置
図
』（
巻
頭
口
絵
）
と
い
う
青
焼
の
図
面
が
大

学
資
料
編
纂
室
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
欄
外
に
「29.7　

神
大

」

と
あ
り
、
昭
和
二
九
年
七
月
の
状
況
を
示
し
て
い
る
と
判
断
さ

れ
る
。
確
定
図
か
ら
、
当
時
の
神
奈
川
大
学
の
敷
地
に
相
当
す

る
地
区
（
現
、
本
部
棟
地
区
以
下
本
報
告
で
は
本
部
棟
地
区
と

呼
ぶ
）
を
中
心
に
北
側
お
よ
び
東
側
の
一
部
区
画
を
抜
き
出
し

て
縮
尺
六
〇
〇
分
一
で
描
か
れ
た
地
籍
図
で
あ
る
。
既
に
記
し

た
よ
う
に
、
本
部
棟
地
区
は
横
浜
専
門
学
校
の
移
転
か
ら
二
十

四
年
ほ
ど
経
過
後
の
様
相
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
確

定
図
と
同
様
に
依
然
と
し
て
、
隅
切
り
の
あ
る
四
メ
ー
ト
ル
前

後
幅
の
道
路
沿
い
に
区
画
さ
れ
た
宅
地
分
譲
地
然
と
し
た
様

相
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
図
に
は
道
路
に
区
画
さ
れ
た
箇
所

も
含
め
て
、
一
筆
ご
と
に
所
有
者
名
・
地
番
お
よ
び
坪
数
が
註

記
さ
れ
て
い
る
。
所
有
者
を
確
認
す
る
と
地
元
の
地
主
で
あ
る

山
室
、
池
田
、
川
崎
、
黒
瀧
な
ど
の
地
主
達
が
並
ぶ
ほ
か
大
蔵

省
や
農
林
省
な
ど
役
所
名
も
記
さ
れ
て
い
る
。
国
有
地
と
な
っ

て
い
る
区
画
は
地
主
か
ら
物
納
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う（

（（
（

。
さ
ら

に
、
道
路
予
定
地
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
所
有
者
名
が
記
入
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
地
籍
図
に
よ
る
と
、
昭
和
二
九
年
七
月
時
点
で
、
驚
く

べ
き
こ
と
に
本
部
棟
地
区
に
は
大
学
が
所
有
す
る
土
地
は
一
筆

も
な
い
。
す
な
わ
ち
こ
の
時
点
で
は
本
部
棟
地
区
は
す
べ
て
が

借
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
れ
ら
の
土
地
が
い
つ
の

時
点
で
大
学
が
入
手
し
た
か
を
登
記
簿
等（

（（
（

で
確
認
し
、
そ
の
年

を
数
字
で
示
し
た
も
の
が
、
図
5
で
あ
る
。

大
学
が
初
め
て
本
部
棟
地
区
の
土
地
を
入
手
す
る
の
は
、
昭

和
三
〇
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
も
、
現
在
の
七
号
館
北
側
当

た
り
に
想
定
さ
れ
る
五
八
．
六
八
坪
の
東
西
の
「
道
路
用
地
」

（
道
路
と
想
定
し
て
区
画
さ
れ
た
土
地
、
以
下
の
「
道
路
用
地
」
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36
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図
5『
横
浜
市
神
奈
川
区
六
角
橋
町
　
位
置
図
』

原
図
は
青
焼
き
の
陰
画
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
読
み
や
す
い
よ
う
に
反
転
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
図
中
の
数
字
は
昭
和
の

年
代
、「
平
24」

は
平
成
24（

2012）
年
に
大
学
が
入
手
し
た
年
を
示
し
て
い
る
。
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668-6624
(1/2)

624
(2/2)

668-2

668-7

図
6　
本
部
棟
地
区
現
状
の
公
図

最
後
ま
で
残
っ
た
三
筆
の
道
路
用
地
（
地
番
668―2、

668―6、
668―7）

の
地
籍
だ
け
が
残
り
、
他
の
地
籍
は
大
き
く

合
筆
さ
れ
て
い
る
。
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も
同
様
）
一
筆
と
、
そ
の
道
路
に
L
字
に
接
す
る
一
〇
二
．

四
一
坪
の
一
筆
の
区
画
に
過
ぎ
な
い
。
次
い
で
、
三
一
年
に
は

先
に
入
手
し
た
L
字
の
土
地
に
挟
ま
れ
る
区
画
一
筆
で
あ
る
。

本
格
的
に
土
地
の
取
得
を
始
め
る
の
は
昭
和
三
三
年
か
ら
で
、

こ
の
年
に
は
大
蔵
省
が
持
っ
て
い
た
九
筆
の
区
画
と
四
筆
の
道

路
用
地
を
一
度
に
払
い
下
げ
を
受
け
て
い
る（

（（
（

。
こ
れ
で
や
っ
と

全
体
の
三
分
の
一
ほ
ど
を
入
手
し
た
こ
と
に
な
る
。

昭
和
三
三
年
以
降
も
、
三
六
年
に
四
筆
の
区
画
と
三
筆
の
道

路
用
地
、
三
八
年
に
は
六
筆
の
区
画
、
二
筆
の
道
路
用
地
、
三

九
年
に
は
四
筆
の
区
画
と
二
筆
の
道
路
用
地
、
四
〇
年
に
は
三

筆
の
区
画
と
三
筆
の
道
路
用
地
、
そ
し
て
四
一
年
に
一
筆
の
区

画
と
一
筆
の
道
路
用
地
を
入
手
し
て
い
る
。
こ
れ
で
、
一
部
の

道
路
用
地
（
三
筆
）
を
残
し
、
ほ
ぼ
本
部
棟
地
区
は
大
学
の
所

有
と
な
っ
て
い
る
。
三
〇
年
か
ら
四
一
年
（
一
九
六
六
）
ま
で

の
十
二
年
を
要
し
た
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
、
具
体
的
に
、
ふ
た
つ
の
土
地
の
履
歴
に
つ
い
て
、

見
て
み
よ
う
。
ま
ず
、『
位
置
図
』
の
地
番
六
五
九
は
、
本
部

棟
地
区
の
通
用
門
を
入
っ
た
す
ぐ
左
脇
に
位
置
す
る
大
き
な
区

画
で
あ
る
。
こ
の
区
画
は
、
土
地
台
帳
の
沿
革
の
欄
に
「
昭
和

十
三
年
十
二
月
十
七
日
土
地
區
劃
整
理
賃
貸
価
格
配
賦
」
と
あ

り
、
土
地
区
画
整
理
に
よ
っ
て
山
室
周
作
に
配
分
さ
れ
た
土

地
だ
と
判
明
す
る
。
区
画
整
理
前
に
山
室
周
作
が
所
有
し
て
い

た
旧
地
番
五
九
〇
の
土
地
と
多
く
の
部
分
で
重
な
り
あ
っ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
区
画
前
の
土
地
の
境
界
を
整
理
し
て
、
元
の

土
地
に
近
い
位
置
に
新
た
に
区
画
し
な
お
し
た
上
で
、
新
た
な

地
番
を
付
け
て
配
分
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
山
室
周
作
に
配

分
さ
れ
た
こ
の
土
地
は
、
昭
和
二
二
年
九
月
三
十
日
に
は
国

に
物
納
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
昭
和
三
三
年
六
月
に
学
校
法

人
神
奈
川
大
学
に
払
い
下
げ
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
本
部
棟
地
区

の
地
番
を
集
約
さ
せ
た
地
番
六
二
四
（
二
／
二
）
へ
と
合
筆
さ

れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

次
に
、
最
初
に
神
奈
川
大
学
が
購
入
し
た
『
位
置
図
』（
図

5
）
の
地
番
六
二
四

－

二
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
地
番
六

二
四

－

二
は
、
昭
和
十
三
年
に
土
地
区
画
整
理
に
よ
っ
て
先
の

区
画
同
様
に
配
賦
さ
れ
た
も
の
で
、
新
川
祥
司
が
所
有
し
て

い
た
。
そ
の
後
、
昭
和
二
九
年
に
所
有
者
の
住
所
変
更
を
行
う

と
と
も
に
、
売
買
に
よ
り
新
川
俊
二
に
所
有
権
が
移
る
。
そ
し

て
、
昭
和
三
〇
年
十
一
月
四
日
に
新
川
俊
二
の
二
回
に
渡
る
所

有
者
住
所
変
更
を
行
う
と
と
も
に
、
学
校
法
人
神
奈
川
大
学

に
売
却
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
は
先
の
区
画
と
同
じ
よ
う
に
集

約
・
合
筆
さ
れ
た
地
番
六
二
四
（
一
／
二
）
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
時
点
で
借
地
と
し
て
残
っ
て
い
る
三
筆
の
道
路



― 21 ―

用
地
（
地
番
六
六
八

－

二
、
六
六
八

－

六
、
六
六
八

－

七
）
は

四
〇
年
以
上
も
た
っ
た
平
成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
に
や
っ
と

入
手
し
、
本
部
棟
地
区
す
べ
て
の
土
地
が
大
学
の
も
の
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

こ
の
様
に
、
入
手
に
手
間
取
っ
た
理
由
の
ひ
と
つ
が
土
地
の

細
分
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
あ
る
の
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
区

画
整
理
進
行
中
で
、
横
浜
専
門
学
校
の
移
転
が
終
わ
っ
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
移
転
該
当
地
（
専
門
学
校
敷
地
）
が
道
路

用
地
ま
で
設
け
て
、
分
譲
住
宅
地
然
と
細
分
化
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
一
筆
ご
と
に
各
地
主
に
配
賦
さ
れ
た
こ
と
に
あ
ろ
う
。
当

時
、
専
門
学
校
側
は
、
購
入
の
手
立
て
が
全
く
つ
か
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

四
．
グ
ラ
ウ
ン
ド
地
区
の
土
地
所
有
の
動
き

本
稿
で
は
、
本
部
棟
地
区
の
土
地
所
有
の
変
遷
を
主
眼
に
検

討
し
た
。
他
の
地
区
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
は
今
後

の
課
題
と
し
た
い
が
、
若
干
グ
ラ
ウ
ン
ド
地
区
で
気
づ
い
た
点

に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
地
区
は
土
地
区
画
整
理

が
行
わ
れ
ず
、
自
然
地
形
を
反
映
し
た
区
画
割
り
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
区
画
も
一
筆
当
た
り
の
地
積
が
大
き
い
。
現
状
の
地

形
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
部
分
と
そ
の
下
の
平
坦
部
分
と
か
ら
な
っ

て
い
る
が
、
公
図
を
み
る
と
明
ら
か
な
よ
う
に
、
か
つ
て
谷
戸

の
底
部
の
舌
状
に
入
り
込
ん
だ
部
分
が
、
当
時
の
形
状
の
ま
ま

に
公
図
上
に
残
っ
て
い
る
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
地
区
は
、
早
い
区
画

で
昭
和
三
一
年
、
多
く
は
昭
和
三
八
年
、
三
九
年
に
大
学
が
取

得
し
て
い
る
。
本
部
棟
地
区
と
ほ
ぼ
並
行
し
て
土
地
の
取
得
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
公
図
（
図
7
）
を
熟

覧
す
る
と
、
自
然
な
曲
線
か
ら
な
る
図
面
の
な
か
で
、
直
線
的

に
不
自
然
に
切
り
取
ら
れ
た
二
筆
の
区
画
が
目
に
付
く
（
図
中

の
網
掛
け
部
分
）。
ま
ず
、
地
番
六
七
五

－

二
に
つ
い
て
、
こ

の
土
地
の
履
歴
等
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

地
番
六
七
五
番
の
「
移
記
閉
鎖
登
記
簿
」
に
よ
る
と（

（（
（

、
大
正

十
三
年
四
月
八
日
に
黒
瀧
伊
助
が
所
有
権
を
登
記
し
て
い
る
。

神
奈
川
大
学
が
購
入
し
た
の
は
、
昭
和
三
九
年
四
月
三
十
日
の

こ
と
で
あ
る
（
登
記
は
昭
和
三
九
年
八
月
十
一
日
）。
次
に
地

番
六
七
五

－

二
番
の
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
に
よ
る
閉
鎖
登
記

簿
」
の
「
甲
区
（
所
有
権
）」
の
欄
（
図
8
）
を
み
る
と
、「
順

位
番
号
壱
」
に
は
、
昭
和
六
十
年
十
二
月
の
合
併
に
よ
る
所
有

権
登
記
が
記
さ
れ
、「
順
位
番
号
弐
付
壱
」
に
は
、
昭
和
六
二

（
一
九
八
七
）
年
三
月
三
十
日
に
「
売
買
」
に
よ
り
、
K
株
式

会
社
に
大
学
か
ら
所
有
権
が
移
っ
て
い
る
。「
順
位
番
号
付
記

壱
号
」
に
は
平
成
五
年
六
月
三
十
日
受
付
で
、
登
記
名
義
人
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717-8

717-1

716-1

714-2
714-1

718-1

675-3

690-2
690-1

675-1
675-2

図
7　
グ
ラ
ウ
ン
ド
地
区
の
現
在
の
公
図

土
地
区
画
整
理
が
行
わ
れ
ず
、
自
然
地
形
を
反
映
し
た
区
画
割
り
と
な
っ
て
い
る
。
中
央
部
の
曲
線
で
囲
ま
れ
た
地
籍
が
か

つ
て
田
圃
で
あ
っ
た
低
地
、
周
囲
は
急
傾
斜
の
法
面
で
あ
っ
た
。
網
掛
け
部
分
が
不
自
然
に
切
り
取
ら
れ
た
二
筆
の
区
画
。
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図8　地番675－2番の「コンピュータ化による閉鎖登記簿」の「甲区（所有権）」の欄
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図9　地番675-2番の「コンピュータ化による閉鎖登記簿」の「乙区（所有権以外の権利）」の欄
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K
株
式
会
社
の
住
所
変
更
を
行
い
、「
順
位
番
号
参
」
に
は
原

因
を
「
錯
誤
」
と
し
て
、
弐
番
所
有
権
す
な
わ
ち
K
株
式
会

社
の
所
有
権
を
抹
消
し
て
い
る
。

ま
た
、「
乙
区
（
所
有
権
以
外
の
権
利
）」
の
欄
（
図
9
）
を

み
る
と
、「
順
位
番
号
壱
」
に
は
、
昭
和
六
二
年
三
月
三
十
日

に
こ
の
土
地
の
売
却
と
同
時
に
大
学
が
賃
貸
権
設
定
を
行
っ
て

い
る
。
そ
の
内
容
は
、「
借
賃　

壱
平
方
メ
ー
ト
ル
壱
ケ
年
金

弐
千
五
百
円
、
支
払
期　

参
年
分
前
払
い
、
存
続
期
間　

満
参

拾
年
」
で
あ
る
。「
順
位
番
号
弐
」
で
は
、
平
成
五
年
六
月
三

十
日
受
付
で
、
原
因
を
錯
誤
と
し
て
、
壱
番
賃
借
権
抹
消
し
、

同
時
に
「
参
」
で
土
地
買
戻
残
代
金
の
同
日
設
定
を
原
因
に
抵

当
権
設
定
仮
登
記
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
「
債
権
額　

金
六
拾
七
億
八
千
四
百
万
円
、
利
息　

年
六
・
九
〇
％
、
債
務

者　

横
浜
市
神
奈
川
区
六
角
橋
三
丁
目
弐
七
番
壱
号　

学
校
法

人
神
奈
川
大
学
、
権
利
者　

東
京
都
…
、
K
株
式
会
社
（
こ

こ
で
は
住
所
を
一
部
省
略
し
、
社
名
を
K
株
式
会
社
と
略
す
。

以
下
同
じ
）」
で
あ
る
。「
順
位
番
号
四
」
に
は
平
成
七
年
五
月

一
日
に
弁
済
に
よ
り
、
参
番
K
株
式
会
社
の
仮
登
記
を
抹
消

し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
記
事
は
、
昭
和
六
二
年
三
月
の
神
奈
川
大
学
の
平

塚
新
学
部
設
置
申
請
に
密
接
に
係
わ
る
記
事
で
あ
る
。『
平
塚

図10　地番675－2番あたりの現状写真
段差を挟んで、バックネット前あたりから、壇上のテニスコートあたりまでが地番675－2番に当
たる。左崖上に並ぶ住宅が隣地である。
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計
画
の
経
過
に
つ
い
て
（
報
告（

（（
（

）』
に
よ
る
と
、
平
塚
新
学
部

設
置
申
請
書
の
提
出
日
で
あ
る
昭
和
六
二
年
三
月
三
十
一
日
の

「
申
請
直
前
の
（
昭
和
六
二
年
）
三
月
二
十
六
日
に
な
っ
て
、

財
政
面
で
設
置
経
費
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
を
（
文
部
省
か

ら
）
指
摘
さ
れ
」
る
。
そ
の
結
果
、
時
の
理
事
会
は
対
応
を
迫

ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
学
校
法
人
神
奈
川
大
学
理
事
会
が
出
し

た
『
平
塚
問
題
に
つ
い
て
（
報
告
）』
に
よ
る
と
、
一
部
担
当

者
の
中
か
ら
は
申
請
を
一
年
延
期
す
べ
き
等
の
案
が
出
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
当
時
の
「
菅
野
元
理
事
長
は
資
金
確
保
の
対
策

を
急
遽
講
じ
る
決
断
」
を
し
、
中
山
お
よ
び
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス

の
運
動
場
の
一
部
な
ど
を
売
却
し
て
自
己
資
金
に
充
て
る
と
い

う（
（（
（

強
引
な
対
応
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
対
応
の
一
部
を
裏

書
し
て
い
る
の
が
、
先
の
記
事
な
の
で
あ
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、
借
金
を
自
己
資
金
に
充
て
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
己
資
金
の
不
足
を
文
部

省
に
指
摘
さ
れ
た
こ
と
か
ら
と
っ
た
当
時
の
理
事
長
の
行
動
こ

そ
登
記
簿
に
記
載
さ
れ
た
記
事
で
あ
る
。「
遊
休
資
産
（
女
子

寮
・
富
岡
別
館
）、
有
価
証
券
の
売
却
」
し
た
不
足
分
は
「
教

育
研
究
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
」
と
い
う
こ
と
で
、
中
山
お
よ

び
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
の
運
動
場
の
一
部
を
売
却
し
、
こ
れ
を
賃

借
す
る
と
い
う
手
段
を
と
っ
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

先
の
運
動
場
の
一
部
、
公
図
上
に
特
異
な
形
を
し
た
地
番
六

七
五

－
二
番
の
記
事
に
戻
ろ
う
。
地
番
六
七
五

－

二
番
の
土
地

の
実
情
を
み
れ
ば
、
そ
の
土
地
は
大
き
な
段
差
を
挟
ん
で
、
野

球
場
か
ら
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
か
け
て
広
が
っ
て
い
る
。
学
外
の

隣
地
と
は
崖
で
接
し
、
接
道
も
な
い
土
地
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
土
地
が
売
買
の
対
象
と
な
る
こ
と
自
体
、
通
常
に
は
考
え
難

い
。
ま
た
、
地
番
六
七
五

－

二
番
は
売
却
に
際
し
て
、
意
図
的

に
一
九
九
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
面
積
に
分
筆
さ
れ
て
い
る
よ
う

だ（
（（
（

。
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
と
市
街
化
区
域
に
お
い
て
は

二
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
土
地
取
引
に
は
届
出
を
必
要

と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
大
学
は
届
出
を
回
避
す
べ
く
二
〇

〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な
い
一
九
九
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
に

分
筆
し
て
売
却
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
登
記
簿
上
に
は
昭
和
六

二
年
三
月
に
大
学
か
ら
K
株
式
会
社
へ
売
却
さ
れ
た
の
で
は

あ
る
が
、
平
成
五
年
六
月
の
買
い
戻
し
に
際
し
て
は
、
K
株

式
会
社
の
所
有
権
抹
消
の
原
因
を
「
錯
誤
」
と
し
、
大
学
の
賃

借
権
抹
消
の
原
因
も
「
錯
誤
」
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
平

成
五
年
六
月
の
K
株
式
会
社
の
所
有
権
抹
消
に
伴
う
、
抵
当

権
設
定
に
際
し
て
は
「
土
地
買
戻
残
金
」
を
原
因
と
し
て
い

る
。
し
か
し
、「
土
地
買
戻
残
金
」
と
明
記
さ
れ
る
よ
う
に
、

大
学
と
K
株
式
会
社
間
の
土
地
取
り
引
き
原
因
を
「
錯
誤
」
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と
し
よ
う
と
も
、
売
買
の
事
実
は
消
し
去
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
地
区
の
地
番
六
七
五

－

二
番
の
記
事

だ
け
で
、
話
を
進
め
た
が
、
も
う
一
つ
特
異
な
区
画
地
番
七
一

七

－

八
も
一
九
九
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
面
積
に
分
筆
さ
れ
た
区

画
で
、
現
状
の
二
〇
号
館
の
南
端
付
近
の
土
地
で
あ
る
が
、
先

に
検
討
し
た
地
番
六
七
五

－

二
番
と
全
く
同
様
な
経
緯
を
登
記

簿
か
ら
跡
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
地
区
の
事
例
と
し
て
触
れ
た
一
連
の
事

実
は
、
大
学
と
し
て
は
負
の
遺
産
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
大
学
史
は
大
学
に
と
っ
て
喜
ば
し

い
こ
と
、
一
見
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う
な
こ
と
の
み
取
り
上
げ
て

構
成
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。
そ
の
時
代
に
お

い
て
は
、
た
と
え
負
の
遺
産
で
あ
ろ
う
と
も
、
そ
の
事
実
を
公

開
し
、
総
括
し
、
反
省
を
踏
ま
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
将

来
へ
の
展
望
は
開
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
意
味
か

ら
、
あ
え
て
こ
こ
で
取
り
上
げ
て
い
る
。

五
．
お
わ
り
に

『
山
室
周
作
日
記
』
を
中
心
に
横
浜
専
門
学
校
と
地
元
の

人
々
と
の
交
感
・
交
渉
経
過
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
土
地
区
画
整
理
事
業
の
資
料
を
含
め
総
合
的
に
判
断

す
れ
ば
、
横
浜
専
門
学
校
の
六
角
橋
へ
の
移
転
は
、
形
式
的
に

は
昭
和
五
年
七
月
六
日
で
あ
る
が
、
実
質
的
に
は
同
年
秋
で
あ

る
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

土
地
区
画
整
理
途
中
と
は
い
え
、
正
規
に
は
宮
面
土
地
区
画

整
理
組
合
が
ま
だ
認
可
さ
れ
て
い
な
い
時
点
で
、
横
浜
専
門
学

校
の
移
転
が
終
わ
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
借
地

契
約
に
基
づ
く
移
転
で
あ
っ
た
た
め
か
、
横
浜
専
門
学
校
の
敷

地
に
相
当
す
る
地
域
も
、
そ
の
他
の
地
域
同
様
に
あ
た
か
も
宅

地
分
譲
地
の
ご
と
く
土
地
区
画
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
か
、
戦
後

の
昭
和
二
九
年
に
至
っ
て
も
大
学
は
多
く
の
地
主
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
賃
借
す
る
形
態
を
継
続
し
て
い
た
。
三
〇
年
代
に
な
っ
て

個
別
地
主
か
ら
の
土
地
取
得
が
順
次
進
め
ら
れ
、
昭
和
四
一
年

に
ほ
ぼ
完
了
す
る
。
一
方
、
中
山
校
地
（
横
浜
市
港
北
区
（
現

緑
区
）
台
村
町
）
は
昭
和
四
〇
年
四
月
に
購
入
し
て
い
る
（
当

然
の
こ
と
な
が
ら
、
借
入
期
間
は
五
～
一
五
年
ほ
ど
あ
る
の
だ

が（
（（
（

）。
六
角
橋
地
区
お
よ
び
中
山
地
区
の
土
地
取
得
が
お
お
む

ね
完
了
す
る
と
、
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
大
学
闘
争
の
時
代
が

始
ま
っ
た
よ
う
だ（

（（
（

。

次
の
校
地
の
大
き
な
買
い
増
し
が
始
ま
る
の
は
昭
和
六
十
年

の
平
塚
新
学
部
増
設
に
絡
む
動
き
の
中
で
の
こ
と
で
あ
る
。
幸
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か
不
幸
か
背
伸
び
し
た
経
営
は
多
く
の
問
題
を
孕
む
こ
と
と

な
っ
た
。
大
学
の
校
地
取
得
経
過
か
ら
み
た
大
学
史
の
一
断
面

で
あ
る
。

資
料
収
集
に
際
し
、
石
井
國
昭
・
井
上
道
晴
の
両
氏
に
お
世

話
に
な
っ
た
。
記
し
て
感
謝
す
る
。

註（
1
）
山
室
周
作
は
六
角
橋
に
続
く
山
室
家
の
当
時
の
当
主
。
山
室
家
は
、

代
々
六
角
橋
村
の
名
主
・
戸
長
を
務
め
た
家
で
あ
る
。

（
2
）『
山
室
周
作
日
記
』、
山
室
家
所
蔵
。

（
3
）
山
室
宗
作
氏
ほ
か
山
室
家
の
人
々
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
る
。

（
4
）
神
奈
川
大
学
創
立
五
十
周
年
小
史
編
集
委
員
会
、『
神
奈
川
大
学
五

十
年
小
史
』、
神
奈
川
大
学
、
昭
和
五
七
年
五
月
十
五
日
。

（
5
）『
神
奈
川
大
学
五
十
年
小
史
』
に
よ
る
と
、
志
村
は
横
浜
の
資
産
家

で
昭
和
四
年
十
二
月
に
財
団
法
人
横
浜
専
門
学
校
の
理
事
に
就
任
し

て
い
る
。

（
6
）
前
掲
（
4
）
に
同
じ
。

（
7
）
前
掲
（
4
）
に
同
じ
。
五
月
七
日
に
「
土
地
賃
借
契
約
」
が
結
ば

れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
五
月
十
日
の
第
一
校
舎
竣
工
に
は
無
理
が

あ
ろ
う
。

（
8
）「
財
団
法
人
横
浜
専
門
学
校
理
事
会
決
議
録
」（
昭
和
五
年
六
月
二

十
一
日
）。
な
お
、
こ
の
理
事
会
は
富
士
塚
で
行
な
わ
れ
て
お
り
、

六
月
二
十
一
日
時
点
で
は
専
門
学
校
の
移
転
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い

よ
う
だ
。

（
9
）
宮
面
土
地
区
画
整
理
に
つ
い
て
は
次
項
で
詳
述
す
る
が
、
神
奈
川

県
立
公
文
書
館
所
蔵
『
横
浜
都
市
計
画　

宮
面
土
地
区
画
整
理
関
係

（
綴
り
）』
に
収
録
さ
れ
た
『
宮
面
土
地
区
画
整
理
組
合　

緑
地
小
公

園
敷
地
保
留
ノ
件
』
は
、
土
地
区
画
組
合
事
業
の
経
過
や
横
浜
専
門

学
校
移
転
に
と
も
な
う
宮
面
地
区
の
変
容
を
簡
潔
に
要
約
し
て
記
さ

れ
て
い
る
。
一
部
用
箋
が
欠
落
し
て
お
り
不
明
な
箇
所
も
あ
る
が
、

全
文
こ
こ
に
収
録
し
て
お
く
。

「
宮
面
土
地
区
画
整
理
組
合

緑
地
小
公
園
敷
地
保
留
ノ
件

　

本
組
合
ノ
発
起
成
立
ハ
昭
和
四
年
ノ
春
末
ニ
シ
テ
直
ニ
設
計
ニ
着

手
シ
同
六
年
七
月
一
日
組
合
設
立
ニ
関
ス
ル
認
可
申
請
ヲ
為
シ
タ
リ

先
是
設
計
着
手
ト
前
後
シ
テ
本
地
区
ト
ナ
ル
ヘ
キ
一
部
ニ
横
浜
専
門

学
校
ノ
移
転
計
画
ア
リ
シ
ヲ
以
テ
之
ニ
要
ス
ル
各
種
用
地
敷
ヲ
考
慮

ニ
入
レ
テ
計
画
設
計
ヲ
進
メ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
当
時
ハ
復
興
局
計
画

課
ニ
於
テ
之
レ
ガ
事
務
ハ
取
扱
ハ
レ
タ
ル
ヲ
以
テ
同
局
ト
設
計
協
議

ヲ
遂
ケ
大
体
立
案
ヲ
了
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
然
ル
ニ
偶
々
都
市
計
画
路

線
十
七
号
ト
既
設
通
路
ト
ノ
関
係
上
路
線
計
画
ニ
変
更
ヲ
必
要
ト
シ

タ
ル
為
メ
遷
延
今
日
ニ
至
レ
リ
然
ル
ニ
一
方
専
門
学
校
ハ
着
々
事
業

ヲ
進
メ
翌
昭
和
五
年
秋
ノ
交

〔
マ
マ
〕総

テ
ノ
新
装
成
リ
之
ニ
移
転
シ
来
レ

リ
本
校
ノ
移
転
ハ
本
地
区
ハ
固
ヨ
リ
四
隣
附
近
一
帯
ハ
一
般
住
宅
急

設
ノ
必
要
ニ
迫
マ
ラ
レ
土
地
ノ
売
買
ハ
借
地
ノ
契
約
ヲ
為
サ
ン
ト
ス

ル
者
簇
出
シ
各
人
□
制
ナ
キ
建
築
ヲ
進
メ
ン
ト
ス
ル
ヲ
〔
十
九
文
字
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欠
失
〕
適
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ス
応
急
〔
二
十
二
文
字
欠
失
〕
ニ
建
築
ヲ

為
サ
シ
ム
ル
ノ
外
ナ
キ
モ
〔
七
文
字
欠
失
〕
得
ス
聰
会
〔
七
文
字
欠

失
〕
指
定
シ
タ
リ
爾
来
急
激
ナ
ル
発
達
ヲ
遂
ケ
別
紙
略
図
ノ
通
現
在

ニ
於
テ
ハ
殆
ン
ト
全
部
ニ
亙
リ
テ
家
屋
連
擔
櫛
比
シ
テ
予
定
計
画
ヲ

モ
動
カ
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
マ
テ
ニ
住
宅
化
シ
タ
ル
ニ
由
リ
全
然
緑
地
小

公
園
敷
地
等
ヲ
存
置
ス
ヘ
キ
寸
地
ヲ
モ
剰
サ
ゝ
ル
ニ
至
レ
リ
」

（
10
）「
宮
面
土
地
区
画
整
理
組
合
規
約
」（
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
所
蔵

『
横
浜
都
市
計
画　

宮
面
土
地
区
画
整
理
関
係
（
綴
り
）』）
に
よ
る
。

（
11
）「
緑
地
小
公
園
敷
地
保
留
ノ
件
」（『
横
浜
都
市
計
画　

宮
面
土
地
区

画
整
理
関
係
（
綴
り
）』）
に
よ
る
。

（
12
）『
土
地
區
劃
整
理
設
計
図
集
』（
神
奈
川
縣
土
地
區
劃
整
理
協
會
）

の
宮
面
組
合
地
區
の
項
に
よ
る
。

（
13
）
横
浜
地
方
法
務
局
神
奈
川
出
張
所
所
蔵
の
「
閉
鎖
土
地
台
帳
」
に

よ
る
。

（
14
）「
土
地
区
画
整
理
組
合
解
散
の
件
」（
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
所
蔵

『
横
浜
都
市
計
画　

宮
面
土
地
区
画
整
理
関
係
（
綴
り
）』）

（
15
）
横
浜
市
三
千
分
一
地
形
図
「
六
角
橋
」
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
年
）

測
図
。

（
16
）「
宮
面
組
合
地
區
現
形
図
」（
神
奈
川
縣
土
地
區
劃
整
理
協
會
『
土

地
區
劃
整
理
設
計
図
集
』
所
収
）

（
17
）『
横
浜
市
土
地
法
典　

神
奈
川
区
之
部
』
所
収

（
18
）「
位
置
変
更
願
」
に
記
さ
れ
た
変
更
位
置
の
地
番
は

671‌

670‌

669‌

668‌

667‌

666‌

665‌

664‌

663‌

638‌

637‌

636‌

635‌

634‌

633‌

615‌

614‌

613‌

612‌

611‌

609‌

608‌

590‌

589
番
地

で
あ
る
（『
神
奈
川
大
学
五
十
年
小
史
』）。

（
19
）
単
に
借
地
で
あ
る
以
上
、
地
主
側
と
し
て
は
区
画
整
理
を
行
う
以

上
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

（
20
）
現
在
の
通
用
門
を
入
っ
た
す
ぐ
左
の
六
五
九
番
は
昭
和
十
三
年
に

土
地
区
画
整
理
賃
貸
価
格
配
賦
さ
れ
た
山
室
周
作
の
土
地
で
あ
っ
た

が
、
昭
和
二
三
年
二
月
二
十
七
日
に
物
納
に
よ
り
国
有
地
と
な
っ
て

い
る
。
同
じ
く
、
本
部
棟
地
区
の
中
央
当
た
り
の
六
四
三
番
は
昭
和

十
三
年
に
配
賦
さ
れ
た
山
室
キ
ソ
の
土
地
で
あ
っ
た
が
昭
和
二
三
年

三
月
四
日
に
物
納
さ
れ
国
有
地
と
な
っ
て
い
る
。

（
21
）
登
記
簿
・
公
図
・
土
地
台
帳
な
ど
は
い
ず
れ
も
横
浜
地
方
法
務
局

神
奈
川
出
張
所
所
蔵
。

（
22
）
昭
和
三
二
年
に
創
立
者
米
田
吉
盛
は
第
二
次
岸
内
閣
の
厚
生
政
務

次
官
に
就
任
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
国
有
地
の
払
い
下
げ
に
は
、
政
治

力
も
使
っ
て
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
23
）
地
番
六
七
五

－

二
は
、
も
と
も
と
地
番
六
七
五
か
ら
分
筆
さ
れ
た

区
画
で
、
古
い
時
期
の
情
報
は
地
番
六
七
五
の
「
閉
鎖
移
記
登
記
簿
」

に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
こ
の
項
の
登
記
簿
類
は
い
ず
れ
も
横
浜

地
方
法
務
局
神
奈
川
出
張
所
所
蔵
で
あ
る
。

（
24
）『
平
塚
計
画
の
経
過
に
つ
い
て
（
報
告
）』（
昭
和
六
三
年
十
二
月
二

十
六
日
）

（
25
）『
平
塚
問
題
に
つ
い
て
（
報
告
）』（
学
校
法
人
神
奈
川
大
学
理
事
会
、

平
成
八
年
九
月
十
六
日
）

（
26
）
こ
の
項
の
カ
ギ
括
弧
は
い
ず
れ
も
『
平
塚
問
題
に
つ
い
て
（
報
告
）』

か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
ま
た
、
学
外
者
の
視
点
か
ら
こ
の
事
態
を
報

告
し
た
も
の
に
『
週
刊
朝
日
』（
一
九
九
五
・
十
一
・
三
）
の
記
事
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が
あ
る
。

（
27
）
グ
ラ
ウ
ン
ド
地
区
の
中
で
特
異
な
形
を
し
た
も
う
一
つ
の
区
画
、

地
番
七
一
七

－

八
番
も
全
く
同
じ
一
九
九
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
に
分
筆

さ
れ
て
い
る
。

（
28
）
前
掲
（
4
）
に
同
じ
。

（
29
）
神
奈
川
大
学
に
お
け
る
学
生
運
動
は
、
昭
和
四
三
年
一
月
の
原
子

力
空
母
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
寄
港
阻
止
支
援
カ
ン
パ
問
題
か
ら
始

ま
っ
て
い
る
（『
神
奈
川
大
学
五
十
年
小
史
』）。




